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大
正
十
三
年
策
宮
御
戒
壇
記
念
ε
し
て
堺
市
に
於
て
市
史
編
纂

の
業
が
開
始
さ
れ
て
よ
り
五
年
、
今
回
三
浦
博
士
監
修
の
下
に
同

市
史
編
纂
部
の
努
力
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
…
全
部
の
豫
定
ミ
し
て

本
編
資
料
編
各
三
醗
雪
別
編
一
冊
の
中
畑
づ
本
編
第
ス
第
一
巻
）

資
料
編
第
二
第
三
（
第
五
第
六
書
し
の
三
冊
が
世
に
迭
り
出
さ
れ
た

輝
か
し
い
過
去
を
持
つ
堺
の
歴
愛
が
學
量
的
に
整
序
さ
れ
て
學
界

に
寄
瀕
す
る
轍
多
き
を
思
ひ
介
之
を
紹
介
し
得
る
の
を
喜
び
噛
こ
す

る
。　

本
編
第
一
は
三
編
に
分
た
れ
る
。
第
一
編
地
理
概
論
で
は
土
地

の
自
然
的
儂
値
が
入
門
生
活
に
持
つ
影
響
に
注
意
し
て
地
質
・
氣

象
の
二
方
爾
か
ら
地
理
的
概
綴
が
な
さ
れ
る
。
第
二
編
黎
明
期
の

堺
は
三
国
よ
り
南
北
朝
時
代
迄
を
含
む
、
り
「
上
古
に
於
け
る
近
畿
港

選
の
養
蓬
」
「
原
始
期
の
堺
」
「
堺
の
地
名
」
「
傳
論
の
堺
」
に
よ
っ
て

こ
の
地
方
の
古
代
交
化
一
般
に
就
て
の
興
味
あ
る
記
蓮
の
後
に
、

　
　
　
　
　
　
赫
復
一
…
雑
朝
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㎜
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「
記
録
に
此
れ
馴
し
た
堺
」
で
辮
湯
の
名
臣
ミ
し
て
熊
野
詣
の
葱
†

所
在
地
ミ
し
て
始
め
て
徳
説
の
隷
衣
を
惜
し
た
堺
の
出
現
ミ
な
る

然
し
私
達
の
歴
史
的
興
味
は
「
堺
蕪
の
成
立
」
に
聯
り
、
後
世
商
業
，

都
市
哨
こ
し
て
の
活
動
の
第
一
歩
か
見
ら
れ
る
。
「
堺
蕪
・
こ
住
吉
瀞

肚
」
ε
の
蘭
係
は
延
元
元
年
四
月
後
醍
醐
天
皇
の
論
旨
に
よ
っ
て

確
に
さ
れ
る
が
、
住
吉
憩
主
の
勤
王
は
堺
の
南
朝
支
持
、
こ
な
め
、
、

建
武
四
年
寺
主
民
が
吉
野
通
謀
の
嫌
疑
に
よ
つ
て
魚
員
早
業
を
禁

止
さ
れ
た
爲
春
日
憩
供
の
閾
乏
を
馴
し
た
郊
き
興
味
あ
る
事
實
が

展
開
さ
れ
る
。
南
北
朝
抗
雫
は
海
軍
の
活
動
海
賊
の
利
用
に
よ
つ

て
「
至
難
の
利
用
」
が
重
要
概
さ
着
，
南
朝
こ
海
賊
し
の
關
係
の
密
接

よ
り
港
灘
の
軍
事
的
活
動
の
中
心
、
こ
な
つ
艶
事
が
兵
庫
・
敦
賀
津

に
就
い
て
説
か
れ
て
「
堺
の
軍
事
的
儂
値
」
の
理
解
に
導
か
れ
る
。

か
・
る
戦
鳳
裡
に
あ
っ
て
、
比
較
的
牛
湘
を
操
ち
得
た
る
ミ
港
灘

－
こ
し
て
の
活
動
か
ら
専
業
さ
れ
た
「
堺
の
繁
榮
」
は
お
の
つ
か
ら

「
堺
の
丈
化
の
曙
光
」
を
生
み
、
途
に
は
正
李
版
論
語
の
開
版
て
．
幽

不
朽
の
事
業
の
實
覗
・
こ
も
な
っ
た
こ
、
こ
を
研
げ
て
、
そ
の
開
版
者

及
び
そ
の
内
容
の
性
質
慣
値
に
就
い
て
詳
細
な
考
謹
か
試
み
ら
れ

て
み
ろ
。
第
三
編
全
盛
期
は
蜜
町
時
代
よ
り
豊
臣
陵
代
迄
を
奮
む



室
町
時
代
奇
盛
ま
で
の
泄
程
煽
こ
し
工
，
室
町
初
期
の
堺
の
管
轄
し
で

堺
が
人
々
の
孚
奪
の
目
標
－
こ
な
っ
た
跡
を
辿
り
、
更
に
こ
れ
を
理

由
づ
け
る
も
の
、
こ
し
て
「
堺
の
段
富
」
が
幕
麿
の
有
徳
銭
の
賦
課
徳

政
｝
揆
な
、
こ
か
ら
誰
か
れ
る
。
次
で
町
明
外
交
に
於
け
る
蘭
係
に

至
っ
て
本
書
の
興
味
猿
項
黙
に
達
す
る
。
先
づ
…
，
足
利
幕
府
封
明

貿
易
」
の
眞
相
ミ
そ
の
鍵
化
に
關
す
る
簡
明
で
要
を
隠
し
た
叙
蓮

に
次
に
見
る
堺
商
入
の
外
交
貿
易
へ
の
進
出
の
重
要
性
を
理
解
す

る
用
意
が
示
さ
れ
、
「
日
明
貿
易
ε
一
書
の
新
鋼
係
」
は
慮
仁
丈
明

内
灘
の
幕
府
備
こ
大
内
・
こ
の
接
写
よ
り
生
じ
て
、
「
第
一
同
点
明
船
の

忍
野
帆
」
に
至
る
。
彼
等
は
そ
の
準
備
ミ
し
て
幕
府
の
命
を
奉
じ

て
琉
球
に
渡
航
し
堂
々
た
る
幕
府
の
遣
明
船
を
堺
の
一
商
人
た
る

湯
川
重
盗
が
沙
汰
す
る
如
き
深
き
關
係
が
結
ば
れ
た
が
夏
に
「
第

二
画
遣
明
鷲
の
堺
開
帆
」
に
は
堺
の
商
人
が
公
方
瀦
二
隻
ぐ
」
内
裏

船
を
請
負
う
て
費
物
の
調
蓬
瀦
舶
の
綴
装
を
も
支
配
し
、
大
内
氏

を
排
し
て
之
に
代
る
如
き
進
出
々
見
せ
て
を
り
、
そ
の
館
港
も
亦

堺
住
民
の
撒
呼
量
に
草
し
い
唐
物
を
齋
ら
し
た
論
告
を
述
べ
て
，

一
商
業
都
市
が
一
難
の
外
交
貿
易
を
支
配
し
そ
の
繁
榮
の
描
窮
を

蹴
て
本
編
を
終
る
が
以
上
二
篇
は
殆
重
二
浦
博
士
に
執
筆
に
係
る

　
　
　
第
十
四
巻
　
　
紹
　
　
介

　
坦
上
一
々
に
就
い
て
細
部
に
ρ
亙
り
す
ぎ
た
か
ご
思
は
る
・
府

容
紹
介
の
穣
的
は
、
地
方
史
ミ
し
て
の
本
書
の
お
つ
持
殊
の
構
造

に
就
い
て
理
解
を
求
め
ん
が
爲
に
外
な
ら
ぬ
。
本
書
の
最
大
特
色

は
實
に
堺
市
な
る
一
地
方
の
歴
史
た
る
に
拘
ら
す
多
く
他
の
地
方

ざ
聯
關
し
て
全
國
的
に
考
へ
ら
れ
て
る
る
事
で
あ
る
。
例
へ
ば
堺

の
港
霊
的
便
値
を
論
ず
る
前
に
は
難
関
の
港
灘
の
代
表
ミ
し
て
兵

庫
・
敦
賀
等
を
描
き
、
そ
れ
ら
ミ
の
彫
心
に
よ
っ
て
堺
港
の
占
め

た
位
置
を
明
か
に
し
、
三
明
外
交
貿
易
に
お
い
て
も
堺
商
人
の
獲

得
し
た
位
澄
の
重
要
性
を
そ
れ
ま
で
の
外
交
貿
易
の
意
義
、
こ
眞
相

を
理
解
す
る
事
に
よ
っ
て
初
め
て
明
か
に
せ
し
め
ん
ミ
試
み
ろ
。

斯
様
の
立
場
か
ら
着
筆
さ
れ
た
本
史
に
依
っ
て
始
め
て
日
本
史
の

動
き
の
中
に
あ
．
る
堺
・
こ
し
て
の
眞
面
目
を
傳
へ
る
こ
一
こ
が
望
ま
れ

る
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
地
に
も
多
く
の
優
れ
た
鮎
が
あ
る
に
掬
ら

す
、
私
は
他
の
有
瀬
れ
た
地
方
史
の
容
揚
に
追
随
を
許
さ
ぬ
こ
の

特
色
を
特
に
張
与
し
た
い
。

　
資
料
編
は
第
二
よ
り
第
三
の
前
・
牛
に
か
け
て
第
四
編
燗
熟
期
、
萱

料
が
靴
寺
・
市
政
・
港
憾
・
商
業
・
工
業
・
漁
業
・
交
麺
・
農
政
・
入
物
教

育
関
係
に
よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
を
り
、
第
三
の
後
牟
は
第
五
編
整

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
一
五
（
四
三
七
）
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題
期
資
料
が
堺
事
件
・
齢
用
金
∴
串
欧
・
産
業
・
港
湾
・
敬
三
韓
係
に

よ
っ
て
分
類
さ
れ
て
を
つ
て
、
商
業
都
布
貿
易
都
．
齋
ミ
し
て
の
特

殊
等
各
種
の
奥
料
が
多
く
盛
ら
れ
て
を
る
か
ら
、
そ
の
文
免
研
究

の
上
に
賞
遣
す
る
所
は
多
大
で
あ
ら
う
。
因
に
本
書
の
轡
．
嚢
頒
布

は
堺
市
役
所
及
び
印
博
聞
東
京
三
秀
舎
の
両
所
で
取
扱
ふ
¶
こ
の
事

で
あ
る
。
（
菊
版
、
第
一
巻
五
二
三
頁
、
第
五
総
六
七
二
頁
、
第
六

総
九
五
七
頁
）
〔
藤
〕

　
　
齢
古
代
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
口
信
夫
著

　
　
　
　
民
俗
學
忍
声
｝

　
　
　
　
國
交
學
篇
第
｝

m
聖
書
ご
も
に
我
古
代
史
の
研
究
に
醸
し
て
、
新
趣
の
問
題
を
提

示
し
て
み
る
鮎
、
近
頃
の
著
作
中
、
異
彩
を
放
っ
て
る
る
大
著
で

あ
る
．
、
著
者
は
早
く
日
本
民
俗
の
研
究
に
挙
手
し
、
土
俗
、
傅
論
、
郷

土
慣
習
に
關
す
る
深
い
興
味
を
も
ち
、
其
の
研
究
は
幾
多
の
難
．
誌

上
に
獲
表
さ
れ
て
み
た
。
此
書
「
畏
俗
腿
篇
」
に
て
は
、
日
本
民
俗

に
つ
い
て
の
種
々
の
方
面
が
考
究
せ
ら
れ
て
る
る
。
日
本
の
民
俗

學
は
爾
ほ
僅
か
に
其
歩
を
踏
み
託
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
現
時
は

學
界
の
調
書
冷
惹
く
や
う
に
な
り
、
歎
米
に
於
け
る
入
類
學
肚
會

　
　
　
　
　
　
第
［
三
號
r
　
｝
一
山
ハ
　
（
　
四
門
三
八
）

塵
；
文
法
礎
研
究
の
方
法
考
察
が
探
用
せ
ら
れ
て
、
從
來
等
閑
に
附

せ
ら
れ
た
古
代
の
民
俗
生
誘
の
～
醗
。
か
漸
く
明
ら
か
に
さ
れ
、
其
、

悪
趣
を
見
患
さ
れ
ん
、
こ
し
て
み
る
。
磐
者
の
民
俗
學
研
究
は
鶴
有

の
立
場
・
こ
観
灘
－
こ
を
鮮
明
に
幽
し
て
み
る
。
從
っ
て
二
著
作
、
こ
も

に
緻
米
の
昆
俗
墨
研
究
に
依
る
よ
り
は
，
却
っ
て
そ
れ
等
に
依
る

入
を
教
ゆ
る
¶
こ
こ
ろ
が
あ
る
。

　
「
民
俗
嬰
篇
」
に
あ
っ
て
は
、
「
娩
が
國
へ
・
常
世
へ
」
の
一
章
に
於

て
、
異
郷
意
識
の
起
伏
を
論
じ
、
撮
礎
時
代
の
悌
や
、
常
世
國
に

關
す
る
思
想
的
憂
遷
を
こ
れ
に
考
へ
よ
う
・
こ
す
る
。
…
、
古
代
生
活
の

研
究
」
に
は
近
い
時
代
の
触
，
欝
鼎
」
の
考
や
、
「
ま
れ
び
ミ
の
お
ミ
つ

れ
」
ミ
し
て
瀞
の
來
臨
を
論
ず
る
な
，
ご
特
色
が
あ
る
。
「
琉
球
の
宗

教
」
に
は
巫
女
の
話
が
説
か
れ
、
「
最
古
日
本
の
女
姓
生
活
の
根
抵
」

「
鶏
鳴
、
こ
榊
樂
黙
糠
籠
の
話
晃
だ
い
が
く
の
研
究
し
「
離
々
の
祭
り
」

「
盆
踊
り
ミ
祭
屋
牽
三
な
・
こ
の
興
味
あ
る
閻
題
が
掲
げ
ら
れ
て
る

る
。　

し
か
し
総
じ
て
著
者
の
研
究
は
標
題
の
其
文
字
面
か
ら
直
ち
に

其
内
容
か
想
像
さ
れ
る
の
、
こ
は
懸
っ
て
、
か
、
る
題
国
の
各
々
の

内
に
も
實
は
多
方
面
な
問
題
が
盛
ら
れ
て
み
る
。
著
者
の
博
捜
ε


